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(57)【要約】
　人の存在を判定するためのシステム１００が開示され
る。システム１００は、第１の空間１１２に位置し、第
１のユーザ入力に基づいてリクエスト信号を生成するよ
うに構成された第１のユーザ入力装置１０２を備える。
システムは、さらに、第１の空間１１２とは異なる第２
の空間１１４に位置し、全般照明を提供するように構成
された複数の照明装置１０８、１１０を備える。システ
ムは、さらに、第２の空間１１４に位置し、人の存在の
指標に基づく応答信号を生成するように構成された第２
の装置１０４を備える。システムは、さらに、リクエス
ト信号及び応答信号を受信するよう構成されたプロセッ
サ１０６を備える。プロセッサ１０６は、さらに、リク
エスト信号を受信すると複数の照明装置１０８、１１０
のうちの第１の照明装置１０８の光設定を変更し、応答
信号が所定の時間内に受信されなかった場合、複数の照
明装置１０８、１１０のうちの次の照明装置１１０の光
設定を変更するように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の存在を判定するためのシステムであって、前記システムは、
　第１の空間に位置し、第１のユーザ入力に基づいてリクエスト信号を生成する第１のユ
ーザ入力装置と、
　前記第１の空間とは異なる第２の空間に位置し、全般照明を提供する複数の照明装置と
、
　前記第２の空間に位置し、人の存在の指標に基づく応答信号を生成する第２の装置と、
　前記リクエスト信号及び前記応答信号を受信するプロセッサとを備え、
前記プロセッサはさらに、
　前記リクエスト信号を受信すると前記複数の照明装置のうちの第１の照明装置の光設定
を変更し、
　前記応答信号が所定の時間内に受信されなかった場合、前記複数の照明装置のうちの次
の照明装置の光設定を変更する、システム。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記応答信号に基づき、又は前記所定の時間内に前記応答信号が受
信されなかったことに基づき、応答ステータスを生成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記プロセッサは、さらに、前記応答ステータスを前記第１のユーザ入力装置に通信す
る、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第２の装置は、応答者を識別し、前記応答信号は、前記応答者の識別情報を含む、
請求項１乃至３の何れか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記プロセッサは、さらに、前記照明装置の光設定を変更する時点と前記応答信号を受
信する時点との間の関係に基づいて、前記人がどの前記照明装置の近くにいるかを決定す
る、請求項１乃至４の何れか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記プロセッサは、さらに、前記次の照明装置の前記光設定を変更するとき、前の照明
装置の前記光設定を元の光設定に変更し、前記元の光設定は、前記プロセッサによって変
更される以前の前記前の照明装置の光設定である、請求項１乃至５の何れか一項に記載の
システム。
【請求項７】
　前記プロセッサは、さらに、
　前記複数の照明装置のうちの少なくとも１つの照明装置の光設定、
　前記複数の照明装置のうちの少なくとも１つの照明装置の空間的特性、
　前記複数の照明装置のうちの少なくとも１つの照明装置の照明装置タイプ、及び
　前記リクエスト信号
からなる群のうちの少なくとも１つに基づいて、変更されるべき前記第１の照明装置及び
／又は次の照明装置を選択する、請求項１乃至６の何れか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記リクエスト信号に基づいて前記所定の時間を決定する、請求項
１乃至７の何れか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記プロセッサは前記第１の空間に位置し、前記プロセッサは、通信ネットワーク及び
／又は中間通信装置を介して前記複数の照明装置及び前記第２の装置と通信する、請求項
１乃至８の何れか一項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサは前記第２の空間に位置し、前記プロセッサは、前記通信ネットワーク
及び／又は前記中間通信装置を介して前記第１のユーザ入力装置と通信する、請求項１乃
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至８の何れか一項に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記複数の照明装置を制御することによって人の存在を判定するためのコントローラで
あって、前記複数の照明装置は、前記全般照明を提供し、前記コントローラは、請求項１
乃至１０の何れか一項に記載のシステムのプロセッサに従うプロセッサを含む、コントロ
ーラ。
【請求項１２】
　人の存在を判定する方法であって、
　第１のユーザ入力に基づいてリクエスト信号を受信するステップと、
　人の存在の指標に基づく応答信号を受信するステップと、
　前記リクエスト信号の受信時、第１の空間とは異なる第２の空間に位置し、全般照明を
提供する複数の照明装置のうちの第１の照明装置の光設定を変更するステップと、
　前記応答信号が所定の時間内に受信されなかった場合、前記複数の照明装置のうちの次
の照明装置の光設定を変更するステップとを含む、方法。
【請求項１３】
　受信された前記応答信号に基づき、及び／又は前記所定の時間内に前記応答信号が受信
されなかったことに基づき、応答ステータスを生成するステップと、生成された前記応答
ステータスを第１のユーザ入力装置に通信するステップとを含む、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記応答信号は、
　第２の装置で受け取られたユーザ入力、
　前記第２の装置によって検出される人の検出、及び
　前記第２の装置によるさらなる装置の検出
を含む群のうちの少なくとも１つに基づく、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１５】
　計算装置のためのコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムが前
記計算装置の処理ユニット上で実行される時、請求項１２乃至１４の何れか一項に記載の
方法を実行するためのコンピュータプログラムコードを含む、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の照明装置を制御するためのシステム及び方法、並びに該システムで使
用するためのコントローラに関する。本発明はさらに、該方法を実行するためのコンピュ
ータプログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　将来および現在の家庭及び職場環境は、アンビエント、雰囲気、アクセント、又はタス
ク照明を作り出すための多数の制御可能な照明装置を備える。ＩｏＴ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　ｏｆ　ｔｈｉｎｇｓ）の出現は、遠隔地からこれらの照明装置を制御し、それにより、
規則的な照明制御を超えて広がる可能性がある新たなインタラクションパラダイムを作り
出す可能性を人間に提供する。一例は、照明をソーシャルインタラクション手段として使
用し、互いに遠くに位置する人達がそれぞれの照明装置を介してメッセージ又は合図を送
信することを可能にすることである。Ｇｏｏｄ　Ｎｉｇｈｔ　Ｌａｍｐ　ｗｗｗ．ｇｏｏ
ｄｎｉｇｈｔｌａｍｐ．ｃｏｍは、インターネットを介して接続されたランプのセットを
開示しており、第１の場所にいるユーザは、第１の場所にあるランプのボタンを押すこと
によって第２の場所のランプを点灯させることができる。これにより、人々が遊び心のあ
る態様で他者とコミュニケーションをとることを可能にする。
【０００３】
　文献Ｄ１は、社会的なつながりを形成するための光ベースシステムに関する。システム
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は、第１の照明コントローラと、第１のメモリと、プロセッサと、通信ネットワークと、
第２の照明コントローラと、第２のメモリとを備える。第１の照明コントローラは、第１
の場所に位置する照明ネットワーク内の複数の個別制御可能な照明器具を制御し、第１の
位置識別子を示す第１の信号、及び第１の位置識別子に関連付けられた第１のローカライ
ズされた光設定を示す第２の信号を送信する。プロセッサは、第１の照明コントローラか
ら第２の信号を受信し、第２のローカライズされた光設定に関連付けられた少なくとも１
つの第２の位置識別子を第１のメモリから受信し、第２のローカライズされた光設定と第
１のローカライズされた光設定との間には関連性が存在する。通信ネットワークは、光ベ
ース接続の可能性を示す第３の信号を送信し、これは、第２のローカライズされた光設定
に関連付けられた輝度の増加を示す信号を含み得る。第２の照明コントローラは、第２の
位置における個別制御可能な照明器具を制御する。第２の照明コントローラは、通信ネッ
トワークから第３の信号を受信し、それに応答して、光ベース接続確立への関心を示す第
４の信号を送信し得る。プロセッサは、その後、第４の信号を受信し、第２のメモリにお
いて第１の位置識別子と第２の位置識別子との間に関連付けを作成し得る。第４の信号は
、第１のローカライズされた光設定に関連付けられた輝度の増加を示す信号を含み得る。
第４の信号が第３の信号に応答するものであり、光ベース接続確立への関心を示すもので
あると考えられるために、第４の信号及び第３の信号は、最大で所定間隔だけ時間的に離
れていてもよい。システムは、第１の照明設定を第１の照明コントローラに通信するため
の第１のユーザインターフェースと、第２の照明設定を第２の照明コントローラに通信す
るための第２のユーザインターフェースとをさらに備え得る。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の目的は、人の存在（プレゼンス）を要求することを可能にするシステム、コン
トローラ、方法、及びコンピュータプログラム製品を提供することである。
【０００５】
　本発明の第１の態様によれば、上記目的は、人の存在を判定するためのシステムによっ
て達成される。システムは、
－第１の空間に位置し、第１のユーザ入力に基づいてリクエスト信号を生成するように構
成された第１のユーザ入力装置と、
－第１の空間とは異なる第２の空間に位置し、全般照明を提供するように構成された複数
の照明装置と、
－第２の空間に位置し、人の存在の指標に基づく応答信号を生成するように構成された第
２の装置と、
－リクエスト信号及び応答信号を受信するように構成されたプロセッサとを備え、
プロセッサはさらに、
　－リクエスト信号を受信すると複数の照明装置のうちの第１の照明装置の光設定を変更
し、
　－応答信号が所定の時間内に受信されなかった場合、複数の照明装置のうちの次の照明
装置の光設定を変更するように構成される。
【０００６】
　このシステムの利点は、全般照明を提供する、恒久的に設置された照明装置を使用して
人の存在を要求することができ、よって、専用の通信装置の必要性がなくなる可能性があ
ることである。複数の照明装置の元の光設定を変更することによって、システムは、第２
の位置の人（以下、第２の人と呼ぶ）に、第１の位置の人（以下、第１の人と呼ぶ）が第
２の人の存在を要求していることを示す。元の光設定（例えば、「オフ」設定、デフォル
トの光設定、又はユーザ定義の光設定）は、プロセッサによるリクエスト光設定によって
上書きされる。複数の照明装置の光設定を続いて変更することによって、システムは、第
２の空間の全ての部分空間にアドレスすることができ、各部分空間は、少なくとも１つの
制御可能な照明装置を備え、これにより、リクエスト信号のリーチを継続的に拡張するこ
とができる。応答信号（すなわち、第２の人の存在を表す信号）が受信されると、システ
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ムは、第２の人が第２の空間（の部分空間）内に存在していると判断し、その場合、それ
以上、次の照明装置の光設定を変更することは要求されない可能性がある。システムは、
第２の空間における第２の人の位置にかかわらず、第２の人の存在をリクエストすること
ができるという利点を提供する。照明装置の光設定を、例えば順次スイッチを入れること
によって変更することによって、全ての照明装置を同時に制御する必要がなくなり、これ
は、システムのエネルギー消費を低減し、照明装置の寿命を延ばすため有利である。
【０００７】
　システムの一実施形態では、プロセッサは、応答信号に基づき、又は所定の時間内に応
答信号が受信されなかったことに基づき、応答ステータスを生成するようにさらに構成さ
れる。応答ステータスは、例えば、特定の照明装置の光設定の変更と応答信号の受信との
間の時間に関する情報、光設定が変更された照明装置の数に関する情報、及び／又は照明
装置の光設定変更の時点と応答信号の受信の時点との間の関係に基づく、応答者が近くに
いる位置に関する情報を含み得る。
【０００８】
　システムの他の実施形態では、プロセッサは、さらに、応答ステータスを第１のユーザ
入力装置に通信するように構成される。応答信号を第１のユーザ入力装置に通信する利点
は、システムが第１のユーザ入力装置を操作している第１の人に応答ステータスを知らせ
ることができるということである。応答ステータスを第１の装置に通信することによって
、システムは、さらに、第１のユーザ入力装置の設定又は制御パラメータを変更し得る（
例えば、音を発する、光源を点灯させる、振動するなど）。さらなる実施形態では、プロ
セッサは、応答ステータスに基づいて、第１の空間に位置する他の照明装置の光設定を変
更するようにさらに構成されてもよい。これにより、システムは、応答信号が受信された
こと、又は応答信号が受信されていないことを、第１の空間の第１の人に知らせることが
できる。
【０００９】
　システムの一実施形態では、第２の装置は、応答者を識別するように構成され、応答信
号は、応答者の識別情報を含み、それにより、応答者のアイデンティティをプロセッサに
通知する。人物を識別する利点は、存在リクエストが特定の第２の人を対象とする実施形
態では、システムが、人物がリクエストの対象外の場合に、人物が応答しないようにする
ことができることである。さらに、システムは、意図された第２の人からの応答信号のみ
を受信することができる。さらに、リクエスト信号が特定の第２の人に向けられていない
実施形態では、応答を提供している第２の人を特定することが有利であり得る。システム
はさらに、応答信号を第１のユーザ入力装置に通信し、それによって第１の人に応答者の
アイデンティティを知らせることができる。
【００１０】
　システムの一実施形態では、プロセッサは、さらに、照明装置の光設定を変更する時点
と応答信号を受信する時点との間の関係に基づいて、応答者がどの照明装置の近くにいる
かを決定するように構成される。この実施形態は、第２の装置の位置及び／又は照明装置
の位置がプロセッサによって知られている場合、プロセッサは、照明装置の光設定変更の
時点と応答信号の受信の時点との間の関係に基づいて、応答者の位置を推測し得るので有
利である。第２の人の位置及び／又は照明装置の光設定の変更時点と応答信号の受信の時
点の間の関係が、第１のユーザ入力装置に通信され、それにより、第２の人の位置が第１
の人に知らされてもよい。
【００１１】
　システムの一実施形態では、プロセッサは、さらに、次の照明装置の光設定を変更する
とき、前の照明装置の光設定を元の光設定に変更するように構成され、元の照明設定は、
プロセッサによって変更される前の照明装置の光設定である。元の状態は、例えば、完全
にオフ、又はユーザの好みに応じた光設定であり得る。この実施形態は、光の設定が元の
状態に戻されることが要求される場合において有利である。例えば、元の照明設定が「オ
フ」であった場合、システムは、次の照明装置の光設定が変更されるとき、前記照明装置



(6) JP 2018-507522 A 2018.3.15

10

20

30

40

50

をオフにすることによって、その消費電力を低減することができる。
【００１２】
　システムの一実施形態では、プロセッサは、さらに、複数の照明装置のうちの少なくと
も１つの照明装置の光設定、複数の照明装置のうちの少なくとも１つの照明装置の空間的
特性、複数の照明装置のうちの少なくとも１つの照明装置の照明装置タイプ、及びリクエ
スト信号からなる群のうちの少なくとも１つに基づいて、変更されるべき第１の照明装置
及び／又は次の照明装置を選択するように構成される。この実施形態は、システムが次の
光設定を変更する照明装置を決定することを可能にするので有利である。これは、例えば
、第２の空間における人の最も可能性の高い位置に基づいてもよく、又はシステムは、例
えば、ムード照明を作成するように構成された照明装置の光設定のみを変更することを決
定し得る（また、例えば、タスク照明を提供するよう構成された照明装置は除く）。この
実施形態はまた、リクエスト信号を提供するユーザが、好ましい変更シーケンスをシステ
ムに通知することを可能にする。
【００１３】
　システムの一実施形態では、プロセッサは、リクエスト信号に基づき所定の時間を決定
するように構成される。この実施形態は、複数の照明装置の光設定が変更されるレートを
ユーザが決定することを可能にし得るので有利である。また、所定時間がリクエスト信号
のタイプに依存する場合にも有利であり得る。例えば、リクエスト信号は、緊急性が要求
され得るために所定時間が短いことが要求され得る緊急時に送信され、一方、リクエスト
信号がソーシャルリクエストとして送信される場合にはより長い応答時間でもよい可能性
がある。
【００１４】
　システムの一実施形態では、プロセッサは第１の空間に位置し、プロセッサは、通信ネ
ットワーク及び／又は中間通信装置を介して複数の照明装置及び第２の装置と通信するよ
うに構成される。プロセッサは、スタンドアローンデバイスであってもよく、又は、第１
のユーザ入力装置若しくは第１の位置に配置された他の装置（例えば、ハブ、ブリッジな
ど）に組み込まれてもよい。また、プロセッサは中間通信装置に配置することもでき、そ
の場合、第１のユーザ入力装置、複数の照明装置、及び第２の装置の間にインターフェー
スプラットフォームを提供し得るという点で有利な可能性がある。さらに、プロセッサを
備える装置はインターネットに接続され、複数の照明装置に信号を送信することを可能に
し得る。
【００１５】
　他の実施形態では、プロセッサは第２の空間に位置し、プロセッサは、通信ネットワー
ク及び／又は中間通信装置を介して第１のユーザ入力装置と通信するように構成される。
プロセッサは、スタンドアローンデバイス、第２の装置、又は第２の空間に配置された他
の装置に含まれ得る。この実施形態では、プロセッサは、第１のユーザ入力装置から（例
えば、インターネット接続を介して）リクエスト信号を受信して複数の照明装置を制御し
、もって、第１のユーザ入力装置、第２のユーザ入力装置、及び複数の照明装置の間のブ
リッジとして機能し得る。
【００１６】
　本発明の第２の態様によれば、目的は、複数の照明装置を制御することによって人の存
在を判定するためのコントローラによって達成され、複数の照明装置は全般照明を提供す
るように構成され、コントローラは、上記実施形態のいずれか１つに記載されたシステム
のプロセッサに従うプロセッサを含む。コントローラは、第１のユーザ入力装置、第２の
装置、及び複数の照明装置の間の中間通信装置として機能し得る。コントローラは、第１
の空間又は第２の空間に配置されてもよい。さらに、コントローラは、第１及び第２の空
間の両方から遠隔に位置する他の装置、例えばリモートサーバに含まれていてもよく、そ
れによって、リモートサーバの制御及び処理能力を利用し得る。
【００１７】
　本発明の第３の態様によれば、目的は、人の存在を判定する方法によって達成される。
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方法は、
－第１のユーザ入力に基づいてリクエスト信号を受信するステップと、
－人の存在の指標に基づく応答信号を受信するステップと、
－リクエスト信号の受信時、第１の空間とは異なる第２の空間に位置し、全般照明を提供
するように構成された複数の照明装置のうちの第１の照明装置の光設定を変更するステッ
プと、
－応答信号が所定の時間内に受信されなかった場合、複数の照明装置のうちの次の照明装
置の光設定を変更するステップとを含む。
【００１８】
　上記方法の実施形態は、さらに、受信された応答信号に基づき、及び／又は所定時間内
に応答信号が受信されなかったことに基づき、応答ステータスを生成するステップと、生
成された応答ステータスを第１のユーザ入力装置に送信するステップとを含み得る。
【００１９】
　上記方法の実施形態では、応答信号は、第２の装置で受け取られたユーザ入力、第２の
装置によって検出された人の検出、及び第２の装置によるさらなる装置の検出を含む群の
うちの少なくとも１つに基づく。第２の装置（例えば、複数の照明装置のうちの１つ、ス
マートフォンなどの）は、ユーザ入力を受信する手段を備え（タッチ、音声、ジェスチャ
などを介して）、それにより、システムが、光出力が変更された第２の空間の照明装置の
近くに位置する第２の人の存在（及びオプションでアイデンティティ）を特定することを
可能にし得る。これに加えて又は代えて、第２の装置は、第２の人の存在を検出するため
の手段を備え（例えば、カメラ）、それによって、システムが第２の人の存在を判定する
ことを可能にし得る。これに加えて又は代えて、第２の装置（例えば、ネットワークハブ
）は、さらなる装置（例えば、スマートフォン）の存在を検出するための手段を備え、そ
れによって、システムが第２の人の存在（及びオプションでアイデンティティ）を特定す
ることを可能にし得る。
【００２０】
　本発明の第４の態様によれば、目的は、計算装置のためのコンピュータプログラム製品
によって達成され、コンピュータプログラム製品は、コンピュータプログラム製品が処理
ユニット上で実行されると、本発明に係る方法を実行するためのコンピュータプログラム
コードを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　開示されるシステム、コントローラ、及び方法の上記及び他の目的、特徴、及び利点は
、添付の図面を参照して、以下の例示的かつ非限定的な装置及び方法の実施形態の詳細な
説明により、よりよく理解されるであろう。
【図１】図１は、第２の空間内の人の存在を判定するための、本発明に係るシステムの実
施形態を概略的に示す。
【図２】図２は、第２の空間に配置された、応答信号を生成するように構成された第２の
装置の３つの実施形態を概略的に示す。
【図３】図３は、第１の家から送られたリクエスト信号に基づき第２の家内の人の存在を
判定するための、本発明に係るシステムの実施形態を概略的に示す。
【図４】図４は、第２の空間内の人の存在を判定するための方法を概略的かつ例示的に示
している。
【００２２】
　全ての図面は概略的であり、必ずしも縮尺通りではなく、通常、本発明を説明するため
に必要な部分のみを示しており、他の部分は省略されているか又は単に示唆されている。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、第２の空間１１４内の人の存在を判定するための、本発明に係るシステム１０
０の実施形態を概略的に示す。システム１００は、第１のユーザ入力に基づいてリクエス
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ト信号を生成するように構成された第１のユーザ入力装置１０２を備える。第１のユーザ
入力装置１０２は、第１の空間１１２内に配置される。システム１００は、さらに、全般
照明を提供するように構成された複数の照明装置１０８、１１０と、人の存在の指標に基
づいて応答信号を生成するように構成された第２の装置１０４とを備える。複数の照明装
置１０８、１１０及び第２の装置１０４は、第１の空間１１２とは異なる第２の空間１１
４内に配置される。システム１００は、リクエスト信号及び応答信号を受信するように構
成されたプロセッサ１０６をさらに備える。プロセッサ１０６はさらに、リクエスト信号
を受信すると複数の照明装置１０８、１１０のうちの第１の照明装置１０８の光設定を変
更し、応答信号が所定の時間内に受信されなかった場合、複数の照明装置１０８、１１０
のうちの次の照明装置１１０の光設定を変更するように構成される。プロセッサ１０６、
第１のユーザ入力装置１０２、第２の装置１０４、及び複数の照明装置１０８、１１０は
、任意の種類の通信技術によって相互接続され得る。イーサネット（登録商標）、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、又はＺｉｇＢｅｅ（登録商標）な
ど、当該技術分野で知られている様々な有線及び無線通信技術が使用され得る。プロセッ
サ１０６の通信能力、照明装置のタイプ、第２の装置１０４のタイプ及び第１のユーザ入
力装置１０２のタイプ、（無線）通信技術のための通信ドライバの電力消費、及び／又は
信号の通信範囲に基づき、特定の通信技術が選択され得る。
【００２４】
　このシステム１００は、第１の空間１１２に位置する人（以下、第１の人と呼ぶ）が、
第２の空間１１４に位置する人（以下、第２の人と呼ぶ）の居場所をリクエストすること
を可能にする。その後、複数の照明装置１０８、１１０の光設定を変更することによって
、システム１００は、各部分空間において存在リクエストを提供する（部分空間とは、複
数の照明装置１０８、１１０のうちの少なくとも１つを含む第２の空間１１４内の空間で
ある）。これにより、光設定が変更された部分空間内に存在する第２の人は、第２の装置
１０４を介して応答信号を提供することができ、その後、システム１００は、第２の人の
存在（及び、オプションで位置及び識別情報）を第１の人に通信し得る。
【００２５】
　プロセッサ１０６は、複数の照明装置１０８、１１０の光設定を変更するように構成さ
れている。光設定の変更は、元の光設定（すなわち、プロセッサ１０６によって変更され
る前の照明装置の光設定）を「リクエスト」光設定に変更することを含み得る。リクエス
ト光設定は、例えば、所定のシステム設定、ユーザ定義の設定であり、又はリクエスト光
設定は、リクエスト信号のタイプによって決定されてもよい。リクエスト光設定は、例え
ば、照明装置の光源の色及び／又は明るさの変更であってもよい。追加で又は代わりに、
リクエスト光設定は、照明装置の光出力が経時的に変化する動的な光設定（例えば、点滅
、徐々に変化する色等）であってもよい。一実施形態では、プロセッサ１０６は、後続の
照明装置１１０の光設定を変更する際に、先行する照明装置の光設定を元の光設定に戻す
ようにさらに構成されている。この実施形態では、複数の照明装置１０８、１１０のうち
の１つだけが同時にリクエスト光設定に設定され、他の全ての照明装置は、各自の元の設
定（例えば、「オフ」、通常タスク照明、アンビエント照明など）に設定される。プロセ
ッサ１０６は、少なくとも、複数の照明装置１０８、１１０のそれぞれの照明設定が変更
されるまで、複数の照明装置１０８、１１０の後続の照明装置１１０の照明設定を変更す
るように構成され得る。あるいは、システム１００は、複数の照明装置１０８、１１０の
それぞれの光設定が変更された後に、例えば、あたかもいずれの光設定も変更されていな
いように光設定の変更をやり直すことによって、複数の照明装置１０８、１１０の照明設
定の変更を続行してもよい。
【００２６】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、所定の時間内に応答信号が第２の空間１１４か
ら受信されなかった場合に、他の空間内の少なくとも１つの照明装置の光設定を変更する
ように構成される。これにより、システム１００は、複数の空間における人の存在をリク
エストすることができ、これは、例えば、（第１の空間１１２に位置する）患者が第２の
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空間１１４内の第１の医師の存在をリクエストする場合に有利である。第１の医師が不在
であると思われる場合、システム１００は、第２の空間１１４内の複数の照明装置１０８
、１１０の光設定の変更と同様に、他の空間内の第２の医師のリクエストを提供すること
ができる。
【００２７】
　第１のユーザ入力装置１０２は、第１の人が第２の空間１１４にリクエスト信号を送信
するためのユーザ入力を提供することを可能にする。第１のユーザ入力装置１０２は、例
えば、スマートデバイス（例えば、スマートフォン、ラップトップ、タブレットＰＣ、ス
マートウォッチなど）、又はリクエスト信号をプロセッサ１０６に通信するように構成さ
れた任意の他のデバイスであり得る。リクエスト信号は、例えば、無線接続を介して通信
され得る。第１のユーザ入力は、第１のユーザ入力装置１０２の第１のユーザインターフ
ェースを介して受信され得る。第１のユーザインターフェースは、例えば、タッチパッド
又はタッチスクリーンなどのタッチセンサ表面、音声コマンドを検出するためのマイクロ
フォンなどのオーディオセンサ、ジェスチャ及び／又は動きを検出するための加速度計及
び／又はジャイロスコープなどのモーションセンサ、及び／又は第１のユーザ入力を受け
取るための１つ以上のボタンを含み得る。第１のユーザ入力装置１０２の位置／使用は、
第１のユーザ入力装置１０２が使用される実施形態に依存し得る。第１の例では、第１の
ユーザ入力装置１０２は、例えば、第１の家に配置され、複数の照明装置１０８、１１０
及び１つ又は複数の第２の装置１０４は第２の家に配置され得る。第２の例では、第１の
ユーザ入力装置１０２は、例えば、オフィスの受付に配置され、複数の照明装置１０８、
１１０及び１つ又は複数の第２の装置１０４は、同じビル内の複数のオフィスに配置され
得る。第３の例では、第１のユーザ入力装置１０２は、例えば、第１の人の体の近くに配
置され又は体に身に着けられ（例えば、スマートウォッチ、スマートゴーグル、スマート
フォン、タブレットＰＣなど）、複数の照明装置１０８、１１０及び１つ又は複数の第２
の装置１０４は遠隔地に配置され、これは、第１の人が第２の人の存在を要求するための
モバイルソリューションを提供する。上記例は本発明を限定するものではなく、当業者は
添付の特許請求の範囲から逸脱することなく、多くの代替的な実施例を設計することがで
きることに留意されたい。
【００２８】
　第２の空間１１４内に位置する照明装置は、全般照明を提供するように構成された任意
のタイプの照明装置とすることができる。照明装置はさらに、プロセッサ１０６からの制
御コマンドを受信するように構成されている。照明装置は、例えば、ＬＥＤランプ、ＬＥ
Ｄストリップ、Ｐｈｉｌｉｐｓ　Ｈｕｅランプなどであってもよい。照明装置は、タスク
、アンビエント、雰囲気、又はアクセント照明を提供するように構成されてもよく、また
、既に設置されている照明器具又はシステム１００用の照明器具であり得る。複数の照明
装置１０８、１１０は、第２の空間１１４の複数の部分空間（例えば、部屋、１つの部屋
内の分かれた空間など）内に配置され、各部分空間が第２の装置１０４を含むことにより
、システム１００が、第２の空間１１４の各部分空間において応答信号を受信可能であっ
てもよい。
【００２９】
　図２は、第２の人２０８の存在の指標に基づき応答信号を生成するように構成された、
第２の空間に配置された第２の装置２０２、２０２’、２０２’’の３つの実施形態を概
略的に示す。第２の装置２０２、２０２’、２０２’’は、人の存在の指標を受け取るよ
うに構成された任意のタイプの装置であり得る。
【００３０】
　第１の実施形態では、第２の装置２０２は、照明装置２１０内に含まれ得る。これは、
第２の空間が、応答信号を生成するための複数の第２の装置２０２を備えることを要求し
得る（例えば、照明装置２１０ごとに対応する第２の装置２０２、又は部屋ごとに対応す
る第２の装置２０２）。
【００３１】
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　第２の実施形態では、第２の装置２０２’は、スタンドアローンデバイスであってもよ
く、又は、他のデバイス（例えば、ホームオートメーションシステム）内に含まれていて
もよい。本実施形態は、第２の空間が、応答信号を生成するための複数の第２の装置２０
２を備えることを要求し得る（例えば、照明装置２１０ごとに対応する第２の装置２０２
、又は部屋ごとに対応する第２の装置２０２）。
【００３２】
　上述の第１及び第２の実施形態では、第２の装置２０２、２０２’は、第２のユーザ入
力を受信するための第２のユーザインターフェースを備え（不図示）、それにより、第２
の人２０８の存在の指標を受け取ることを可能にし得る。第２のユーザインターフェース
は、例えば、タッチパッド又はタッチスクリーンなどのタッチセンサデバイス、音声コマ
ンドを検出するためのマイクロフォンなどのオーディオセンサ、ジェスチャ及び／又は動
きを検出するための加速度計及び／又はジャイロスコープなどのモーションセンサ、及び
／又は第２のユーザ入力を受け取るための１つ以上のボタンを含み得る。追加で又は代わ
りに、第２の装置２０２、２０２’は、第２の人２０８の存在を検出するように構成され
た検出器（不図示）を備えていてもよい。検出器は、例えば、カメラ、ＰＩＲセンサ、又
は任意の他のタイプの存在センサを含むことができる。この検出器は、第２の人２０８か
ら能動的な入力を受け取る必要性を排除し、システムが第２の人２０８の存在をプロセッ
サ（図２には示されていない）に自動的に通信することを可能にし得る。追加的又は代替
的実施形態では、第２の装置２０２、２０２’は、例えばポータブルデバイス（例えば、
スマートフォン）の存在を検出するように構成された検出器を備える。第２の装置２０２
、２０２’は、例えば、ポータブルデバイスの存在を判定するためにポータブルデバイス
と通信するように構成された無線周波数（ＲＦ）トランシーバを備えることができる。存
在情報は、例えば、受信信号強度（ＲＳＳ）を測定することによって取得されてもよく、
この場合、存在はポータブルデバイスに含まれる受信タグから後方散乱されるＲＦ信号に
基づき判定され得る。あるいは、ＲＦ信号のタイム・オブ・フライト（ＴＯＦ）の測定に
基づいて判定されてもよい。さらに、第２の装置２０２、２０２’は、ＲＳＳ及び／又は
ＴＯＦ測定値に基づいてポータブルデバイスの距離を決定するようにさらに構成されても
よい。ＲＳＳ及びＴＯＦは例に過ぎず、当業者は本発明の範囲から逸脱することなく、多
くの代替的な存在／距離検出手段を設計することができることに留意されたい。また、第
２の装置２０２、２０２’は、ポータブルデバイスから識別子を受信するように構成され
てもよく、それにより、システムは第２の装置２０２、２０２’が誰の存在を検出したの
かを決定することができる。
【００３３】
　第３の実施形態では、第２の装置２０２’’は、第２の空間内の第２の人２０８に近い
デバイス（例えば、ポータブルデバイス、スマートウォッチ、スマートリング、又はスマ
ートメガネ）であってもよい。第２の装置２０２’’は、照明装置２１０の光設定の変化
を検出するように構成されてもよく（例えば、光センサ、カメラなどによって）、また、
光設定の変化を検出すると、応答信号を生成するよう構成され得る。照明装置２１０によ
って発せられた光は識別子（例えばコード化された光による）を含み、これにより第２の
装置２０２’’は、照明装置２１０を識別し、かつオプションで、第２の空間のどの部分
空間に第２の装置’’が位置しているかを決定することができる。識別子が照明装置２１
０の部分空間（例えば、部屋）に関する情報を含む場合、システムは、人に近い第２の装
置２０２’’を持ち運ぶ人の位置特定ツールとして機能することができる。第２の装置２
０２’’は、（例えば、光の色、動的挙動、光変調、符号化光などに基づいて）通常の光
設定とリクエスト光設定とを区別するようにさらに構成されてもよい。この実施形態は、
存在を通知するために第２の空間内の第２の人物２０２’’が能動的な入力をする必要性
を取り除くことができ、これは、例えば、第２の人が入力を提供することができない状況
において有利であり得る。
【００３４】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、複数の照明装置１０８、１１０のうち
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の少なくとも１つの照明装置の元の光設定に基づき、光設定が変更されるべき第１の照明
装置１０８及び／又は後続の照明装置１１０を選択するように構成され、元の光設定とは
、プロセッサ１０６による変更前の光設定である。プロセッサ１０６は、例えば、ある特
定の照明装置の元の光設定が「オン」であるために、その特定の照明装置を選択すること
を決定し得る。第２の人が点灯している照明装置の近くに存在する可能性は、第２の人物
が点灯していない照明装置の近くに存在する可能性よりも高い可能性がある。プロセッサ
１０６は、この判断にさらに影響を及ぼし得る情報、例えば時刻及び気象条件などをさら
に含むことができる。　
【００３５】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、複数の照明装置１０８、１１０のうち
の少なくとも１つの照明装置の空間的特性に基づき、変更されるべき第１の照明装置１０
８及び／又は後続の照明装置１１０を選択するように構成される。プロセッサ１０６は、
例えば、ある照明装置の位置に基づき、その特定の照明装置を選択することを決定し得る
。例えば、リビングルームの照明装置の光設定を変更することが、屋根裏の照明装置の光
設定を変更するよりも好ましい可能性がある。さらに、第２の空間１１４の部分空間（例
えば、部屋）内の照明装置の位置が、上記判断を決定し得る。部屋の中央に位置する照明
装置の光設定を変更することが、部屋の隅に位置する照明装置の光設定を変更するよりも
好ましい可能性がある。
【００３６】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、複数の照明装置１０８、１１０のうち
の少なくとも１つの照明装置のタイプに基づき、光設定が変更されるべき第１の照明装置
１０８及び／又は後続の照明装置１１０を選択するように構成される。特定の照明装置の
光設定を変更する判断に影響を及ぼし得る側面は、照明装置の機能である。システム１０
０は、例えば、まず、タスク照明を提供するように構成された照明装置の光設定を変更し
、その後、アンビエント照明を提供するように構成された照明装置の光設定を変更するこ
とを決定し得る。光度、色のオプション、装置の照明器具などのさらなる側面が、次にど
の照明装置の光設定を変更するかの判断にさらに影響し得る。
【００３７】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、他のデバイスから受信されたデータに
基づき、光設定が変更されるべき第１の照明装置１０８及び／又は後続の照明装置１１０
を選択するように構成される。他のデバイスは、例えば、建物管理システム１００であり
得る。建物管理システム１００は、第２の空間１１４内の人の行動パターンを検出するよ
うに構成され、これにより、プロセッサ１０６が行動パターンに基づいてどの照明装置を
選択するかを決定することを可能にし得る。他のデバイスはまた、プロセッサ１０６に通
信することができる複数の照明装置１０８、１１０に関する情報を有し、これにより、例
えば、照明装置の発光特性、機能している（いない）照明装置、照明装置の接続性などに
ついてプロセッサ１０６に通知し得る。
【００３８】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、リクエスト信号に基づき、光設定が変
更されるべき第１の照明装置１０８及び／又は後続の照明装置１１０を選択するように構
成される。リクエスト信号は、例えば、リクエスト信号のタイプ（例えば、緊急リクエス
ト信号、ソーシャルリクエスト信号など）に基づく、どの照明装置の光設定を変更するか
に関する情報を含み得る。追加で又は代わりに、第１のユーザ入力装置１０２を操作する
第１の人は、どのような順番でどの照明装置の光設定を変更するかに関する情報をプロセ
ッサ１０６に提供し得る。さらに、第１のユーザ入力装置１０２は、第２の空間１１４内
の照明装置の光設定、位置、タイプなどに関する情報を含み、第１のユーザ入力装置１０
２の第１のユーザインターフェースは、第１の人にこの情報を通信し得る。これにより、
第１の人は、照明装置１０８、１１０の光設定が変更される順番を決定することができ、
これは、リクエスト信号を介して第１のユーザ入力装置１０２によってプロセッサ１０６
に通信され得る。
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【００３９】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、応答信号に基づき、又は所定の時間内に応答信
号が受信されなかったことに基づき、応答ステータスを生成するようにさらに構成される
。応答信号は第１のユーザ入力装置１０２に通信され、それにより、応答信号が受信され
たか否か及びいつ受信されたかを、第１のユーザ入力装置１０２（及びオプションでユー
ザ）に通知することができる。プロセッサ１０６はさらに、どの第２の装置１０４によっ
て応答信号が生成されたかを通信することができる。プロセッサ１０６は、応答信号に基
づいて、第１のユーザ入力装置１０２の制御パラメータをさらに変更し得る。一実施形態
では、第１のユーザ入力装置１０２は、例えば、第１のユーザインターフェースと光源と
を備える照明装置であってもよい。この実施形態では、プロセッサ１０６は、光源の制御
パラメータを変更し、それにより、第２の空間１１４内の第２の人の存在（又は不在）を
第１の人に伝達し得る。
【００４０】
　他の実施形態では、システム１００は、第１の空間１１２に配置された少なくとも１つ
の他のデバイス（例えば、照明装置）をさらに備え得る。第１の空間１１２内の少なくと
も１つの他のデバイスは、プロセッサ１０６から制御コマンドを受信するように構成され
た任意のタイプのデバイスであり得る（例えば、テレビ、ＬＥＤランプ、Ｐｈｉｌｉｐｓ
　Ｈｕｅランプ、オーディオシステム１００など）。プロセッサ１０６は、さらに、応答
ステータスに基づき少なくとも１つの他のデバイスの設定を変更するように構成されても
よい。第１の空間１１２が複数の他のデバイスを含む実施形態では、プロセッサ１０６は
、第２の空間１１４内の複数の照明装置１０８、１１０の光設定の変更と同様に、複数の
他の照明装置の光設定を続いて変更することができる。
【００４１】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、リクエスト信号に基づき所定の時間を決定する
ように構成される。所定時間は、存在リクエストの種類によって異なり得る。存在リクエ
ストは、例えば、所定時間が短い、例えばわずか数ミリ秒であることが望ましい可能性が
ある緊急リクエスト（例えば、患者から医師に送られるリクエスト信号）であり、一方、
存在リクエストがソーシャル場合、例えば、息子から両親に送られるリクエスト信号の場
合、両親のいずれか（又は両方）からの応答を受信するのに十分な時間をシステム１００
に与えるために、所定時間がより長いことが望ましい可能性がある。
【００４２】
　一実施形態では、プロセッサ１０６は、さらに、照明装置の光設定を変更する時点と応
答信号を受信する時点との間の関係に基づいて、応答者がどの照明装置の近くにいるかを
決定するように構成される。システム１００は、どの照明装置の光設定が変更されたかに
関する情報を含み、また、いつ第２の装置１０４が及び／又はどの第２の装置１０４が応
答信号を生成したかに関する情報を含み得る。これにより、システム１００は、第２の人
がどの照明装置の近くにいるかを推定することができる。システム１００が各照明装置の
位置に関する情報を含む場合、システム１００は、第２の空間１１４内の第２の人の位置
（部分空間）をさらに決定することができる。第２の人がどの照明装置に近接しているか
を特定する精度は、照明装置の光設定の変化と次の照明装置１１０の光設定の変化との間
の所定時間に依存し得る。
【００４３】
　図３は、第１の家３１４から送られたリクエスト信号に基づき第２の家３１６内の人の
存在を判定するための、本発明に係るシステムの実施形態を概略的に示す。この図は、コ
ントローラ３０２、３０２’、３０２’’が配置され得る複数の位置を示している。コン
トローラ３０２、３０２’、３０２’’は、上述の実施形態のいずれか１つのプロセッサ
に係るプロセッサ（不図示）を備える。
【００４４】
　第１の実施形態では、コントローラ３０２は、第１の空間３１４に配置される。コント
ローラ３０２は、スタンドアローンデバイスであってもよいし、あるいは、例えばブリッ
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ジ、ホームオートメーションシステム、スマートデバイス、または他の任意のデバイスに
含まれてもよい。コントローラ３０２は、例えばＷｉ－Ｆｉ（登録商標）、インターネッ
ト、３Ｇ、４Ｇ、５Ｇ、又は任意の他の有線若しくは無線通信プロトコルを介して、複数
の照明装置３２０、３２２及び第２の装置３３０、３３２と通信するように構成される。
コントローラ３０２は、第２の空間３１６に位置する中間通信デバイス（例えば、ハブ、
ルータ、スマートデバイスなど）と通信するようにさらに構成されてもよい。今日の多く
の中間通信デバイス（例えば、ブリッジ）は、１つ以上の無線通信技術を既に備えており
、これは、コントローラ３０２’、第１の装置３００、第２の装置３３０、３３２、及び
／又は複数の照明装置３２０、３２２の間の通信リンクを作成する労力を減らし得るため
、有利な可能性がある。
【００４５】
　第２の実施形態では、コントローラ３０２’は、第２の空間３１６に配置される。コン
トローラ３０２’は、スタンドアローンデバイスであってもよいし、例えば第２の空間３
１６に配置されたブリッジに含まれてもよい。コントローラ３０２’は、任意の通信ネッ
トワーク及び／又は中間通信デバイスを介して第１のユーザ入力装置３００と通信するよ
うに構成され得る。今日の多くの中間通信デバイス（例えば、ブリッジ）は、１つ以上の
無線通信技術を既に備えており、これは、コントローラ３０２’、第１の装置３００、第
２の装置３３０、３３２、及び／又は複数の照明装置３２０、３２２の間の通信リンクを
作成する労力を減らし得るため、有利な可能性がある。他の実施形態では、コントローラ
３０２’は、第２の装置３３０、３３２内に配置され得る。
【００４６】
　第３の実施形態では、コントローラ３０２’’は、第１の空間３１４及び第２の空間３
１６とは異なる他のデバイス内に配置される。コントローラ３０２’’は、例えば、オン
ラインリモートサーバ３４０（例えばインターネットを介して接続される）に含まれ、こ
れは、コントローラ３０２’’が第１のユーザ入力装置３００（例えば、スマートフォン
）から複数の照明装置３２０、３２２の光設定を変更するためのリクエスト信号を受信し
（例えば、第２の空間３１６に位置する中間通信デバイスを介して）、また、第２の装置
３３０、３３２から応答信号を受信することを可能にする（例えば、中間通信デバイスを
介して）。リモートコントローラ３０２’’は、第１のユーザ入力装置３００に応答ステ
ータスを通信し、それにより、第１のユーザ入力装置３００を操作している第１の人に第
２の人の存在を知らせるようにさらに構成され得る。上記構成は例に過ぎず、当業者は本
発明の範囲から逸脱することなく、システムの多くの代替的な構成を設計することができ
ることに留意されたい。
【００４７】
　図３は、第２の空間３１６内の２つの部分空間３１０、３１２をさらに示す。この実施
形態では、各部分空間３１０、３１２は、照明装置３２０、３２２及び第２の装置３３０
、３３２を備える。コントローラ３０２、３０２’、３０２’’は、第１のユーザ入力装
置３００からリクエスト信号を受信すると、第２の空間３１６の第１の部分空間３１０に
位置する照明装置３２０の光設定を変更することを決定し得る。第２の空間３１６の第１
の部分空間３１０内の第２の装置３３０によって第２の人物の存在の指標が所定時間内に
検出されない場合、コントローラ３０２、３０２’、３０２’’は、第２の空間３１６の
第２の部分空間３１２内に配置された照明装置３２２の光設定を変更する。第２の人が第
２の空間３１６の第２の部分空間３１２に存在する場合、第２の人は、例えば、第２の装
置３３２においてユーザ入力を供給し（又は、第２の装置３３２が人の存在を検出し得る
）、その後、他の部分空間又は他の空間における他の照明装置の光設定は変更されない。
応答信号を受信すると、コントローラ３０２、３０２’、３０２’’は、第１のユーザ入
力装置３００に応答を通信し得る。
【００４８】
　図４は、人の存在を判定するための方法４００を概略的かつ例示的に示している。方法
は、
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－人の存在の指標に基づく応答信号を受信するステップ４１０と、
－リクエスト信号の受信時、第１の空間１１２とは異なる第２の空間１１４に位置し、全
般照明を提供するように構成された複数の照明装置１０８、１１０のうちの第１の照明装
置１０８の光設定を変更するステップ４０４と、
－応答信号が所定時間内に受信されなかった場合４０６、複数の照明装置１０８、１１０
のうちの次の照明装置１１０の光設定を変更するステップ４０８とを含む。
【００４９】
　応答信号が受信されるとすぐに４１０、システム１００は、後の照明装置１１０の光設
定の変更を停止することを決定し得る。
【００５０】
　他の実施形態では、図４の方法４００は、さらに、受信された応答信号に基づき、及び
／又は所定時間内に応答信号が受信されなかったことに基づき、応答ステータスを生成す
るステップ４１２と、応答ステータスを第１のユーザ入力装置１０２に送信するステップ
４１４とを含み得る。その結果、第１のユーザ入力装置１０２は応答ステータスを受信し
、これはさらに、第１のユーザ入力装置１０２の制御パラメータを変更するために使用さ
れ、又は第１のユーザ入力装置１０２の操作者に応答ステータスについて通知するために
さらに使用され得る。
【００５１】
　上記実施形態は本発明を限定するものではなく、当業者は添付の特許請求の範囲から逸
脱することなく、多くの代替的実施形態を設計することができることに留意されたい。
【００５２】
　特許請求の範囲において、括弧間に置かれた参照符号は、請求項を限定するものとして
解釈されるべきではない。「含む」という動詞及びその活用形の使用は、請求項に記載さ
れた要素又はステップ以外の要素又はステップの存在を排除するものではない。要素に先
行する冠詞「ａ」又は「ａｎ」は、複数のかかる要素の存在を排除するものではない。本
発明は、複数の別々の要素を含むハードウェアによって、及び適切にプログラムされたコ
ンピュータ又は処理装置によって実施され得る。いくつかの手段を列挙する装置クレーム
において、これらの手段のうちのいくつかは、同一のハードウェアアイテムによって具現
化されてもよい。複数の手段が互いに異なる従属請求項に記載されているからといって、
これらの手段の組み合わせが好適に使用することができないとは限らない。
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